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労山会員拡大・組織強化交流集会
基調提起（要約） 全国連盟理事会

労山の会員数は2012年11月末の組織数調査で648団体、20472名と
なり、前年に比べて49名の増となった。労山の会員数は2001年
23,779人をピークに８年連続して減少し続けたが、2010年に微増、
2011年は微減、2012年は再度微増となった。
現在、労山会員の平均年齢は60歳を越え、特にいわゆる「団塊の世

代」が占める割合が突出していることが明らかとなっている。このま
ま推移すれば、労山の将来が危惧される状況にあることは否定でき
ない。団体役員の年齢構成から考えて、会クラブや連盟などが運営
困難になることは明らかである。
登山と登山文化を次世代につなぐために、現会員や若者の情熱と

エネルギーが発揮できる組織をめざし、会・クラブの次世代を受け継
ぐ組織をつくりあげなければならない。
そのために次の課題に全国が一丸となって取り組むことが急務で

ある。

（１）労山の理念を理解する活動を全国的に再構築する
役員のなり手がなくて、役員の順番制、持ち回りなどが行なわれて

いる。新たな役員が見つけられたなどのメリットもあるが、活動レ
ベルの維持や継続性で支障が出ている面もある。そのような困難性
を解決するには、役員対象者や会員の労山理念の理解が必要である。
そのために、全国的に「労山とはなにか」という基礎学習を、地方

連盟、会・クラブなどから進めよう。そのために、全国連盟も学習資
料の提供など、地方連盟と協力しながら推進して行く。
（２）ホームページの開設、地域別の登山教室の開催をすすめる
多くの地方連盟の実践に学び、ホームページや一般市民登山教室

などを出来る取り組みから行い、工夫と進化をさせていく。
①ホームページ未開設の会は開設を行うこと。そのためには、地

方連盟や全国連盟とも協力しながら、いくつかの連盟で行われてい
るＩＴ講座など、ホームページ開設をどうやって広げていくか、手法
について今後研究を深めていきたい。
開設している会クラブは、心に訴える工夫、入会したくなる親しみ

やすい雰囲気、更新を頻繁になど、ＨＰを見る側に立った管理運営も
含めた内容の向上をはかる。
②多くの地域で、市民登山教室が入会につながっている。教室終

了後のフォローアップも含めて継続して地域で主催する。
（３）次世代の会員を迎え入れられる会クラブ作りを推進する
「新会員が入ってくると教育や指導が面倒だ。今の会員だけでやっ
ていける」という声も聞かれる。しかし、毎年、年齢は重ねるもので
あり、会の役員構成や山行の志向や取り組みは年々変化し、会の消滅
にもつながる。そのことを、会クラブ役員にも理解を広げよう。
（４）多様な登山活動を推進する
登山ブームと言われる中、ハイキングや日帰り登山では物足りな

い若者が増え、小屋泊まり・テント泊の縦走から、沢登り・岩登り・
雪山登山などにも興味を持ち始めている。この人々に基本的な知識
や技術の学習の場が必要となる。

（以下、略）

ホームページ分科会

全体集会では、各地の取り組みが次々に報告された
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介
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回
の
オ
ー
プ
ン
ハ
イ

ク
で
会
の
紹
介
と
し
お
り
を

配
布
。
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年
か
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市

民
向
け
登
山
教
室
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開
催
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８
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入
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2
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年
２６

名
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講
、

名
入
会
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登
山

１６

教
室
は
、
資
料
を
十
分
準
備

し
て
理
解
し
易
い
資
料
を
作

成
。
ま
た
、
衣
類
や
道
具

は
、
実
物
を
見
て
触
れ
さ

せ
、
使
い
方
や
購
入
の
際
の

注
意
な
ど
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
。

●
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｋ
（
大
阪
）

歳
台
の
中
高
年
ク
ラ
ブ

60
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
存
続

の
危
機
を
会
員
全
体
で
感
じ

取
り
新
人
募
集
を
行
っ
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー
ル
に

よ
る
会
の
運
営
の
充
実
化

（
会
合
内
容
報
告
、
山
行
計

画
の
募
集
で
み
ん
な
で
会
を

運
営
）、
公
開
ハ
イ
ク
で
の

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
、

障
害
者
ハ
イ
ク
で
の
他
人
に

対
す
る
思
い
や
り
山
行
で
の

イ
メ
ー
ジ
等
、
い
ろ
い
ろ
み

ん
な
で
智
恵
を
出
し
合
い
取

り
組
ん
だ
結
果
、

名
の
会

16

員
拡
大
が
で
き
た
。

労
山
全
国
連
盟
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ま

急
務
で
あ
る
会
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拡
大
・
組

織
強
化
に
む
け
、
６
月

日
29

（
土
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～

日
（
日
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の
二

30

日
間
、
東
京
・
飯
田
橋
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全

国
連
盟
会
議
室
で
各
地
方
連

盟
代
表
者
を
集
め
た
「
労
山

会
員
拡
大
・
組
織
強
化
交
流

集
会
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を
開
催
し
ま
し
た
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。

集
会
に
先
立
ち
、
各
地
方

連
盟
に
組
織
の
現
状
報
告
を

お
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
が

地
方
連
盟
か
ら
提
出
さ

36れ
、
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。

労
山
は
い
ま
全
国
の
会
員

数
が
２
万
名
を
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ず
か
に
越

え
て
い
ま
す
が
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ピ
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っ
た
２
０
０
１
年
か
ら
は
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千
人
以
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減
少
し
、
会
員
の
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齢
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も
進
行
し
て
い
ま

す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
新

た
な
役
員
の
な
り
手
が
少
な

い
な
か
で
、
各
地
方
連
盟
が

苦
労
し
て
い
る
様
子
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
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登
山
教
室

受
講
者
が
最
近
、
増
加
傾
向

に
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
を
活
用
し
て
会
員
を
増
や

し
て
い
る
実
践
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
で
、
ど
う

す
れ
ば
現
状
を
打
開
し
、
展

望
を
切
り
開
け
る
の
か
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全

国
理
事
会
か
ら
の
基
調
提
起

を
受
け
て
、
２

日
間
の
討
論
で

は
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
意
見

が
出
さ
れ
ま
し

た
。報

告
で
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、

岡
山
県
連
各
会

で
の
市
民
登
山

講
座
の
取
り
組

み
、
兵
庫
県
連

の
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組
織
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
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告
、
石
川
県
連
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第
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期
元
気
プ
ラ
ン
」
の
取
り

組
み
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北
海
道
道
央
連
盟
の

Ｈ
Ｐ
や
市
民
登
山
教
室
、
会

員
拡
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の
成
功
例
、
現
在
1

会
だ
け
の
沖
縄
で
３
け
た
の

会
員
数
に
よ
る
県
連
盟
結
成

に
む
け
た
取
り
組
み
な
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告
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
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、
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、
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の
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で
も
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た
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が
希
薄
に
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っ
て

き
て
い
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が
、
あ
ら
た
め
て

「
な
ぜ
労
山
な
の
か
」
を
伝

え
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
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目
は
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ー
ム
ペ

ー
ジ
」
と
「
登
山
教
室
」
の

二
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
、

討
論
を
深
め
ま
し
た
。
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加
者
か
ら
は
、「
こ
の

会
議
の
教
訓
を
県
連
に
持
ち

帰
り
組
織
拡
大
に
奮
闘
し
た

い
」（
福
島
）、「
二
日
間
の
組

織
の
交
流
は
良
か
っ
た
、
地

元
に
戻
っ
て
生
か
し
て
、
会
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を
増
や
し
て
い
き
た
い
」
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岡
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労
山
全
国
連
盟
理
事
を
在
任

中
の
河
野
千
鶴
子
さ
ん
（
東
京

都
連
盟
・
練
馬
山
の
会
会
長

歳
）
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ダ
ウ

66ラ
ギ
リ
峰
（
８
１
６
７
ｍ
）
登

山
中
に
遭
難
さ
れ
、
亡
く
な
り

ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
、
４
月
初
め
に

日
本
を
出
発
。
シ
ェ
ル
パ
２
人

と
３
人
で
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
に
北

東
稜
か
ら
挑
戦
。
最
終
の
第
４

キ
ャ
ン
プ
（
７
４
０
０
ｍ
）
を

５
月

日

時

分
に
出
発

22

22

30

し
、
頂
上
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

前
後
し
て
ス
ペ
イ
ン
隊
、
イ
ン

ド
隊
も
登
っ
て
い
ま
し
た
。

日

時
こ
ろ
、
８
０
６
０

23

14

ｍ
付
近
で
先
頭
の
ス
ペ
イ
ン
人

が
滑
落
し
骨
折
。
そ
の
救
助
の

た
め
、
全
隊
が
登
頂
を
断
念
。

負
傷
者
の
下
山
を
サ
ポ
ー
ト
し

ま
し
た
が
、
８
千
ｍ
付
近
で
天

候
が
悪
化
。
ス
ペ
イ
ン
人
と
シ

ェ
ル
パ
１
名
を
残
し
、
他
は
そ

れ
ぞ
れ
下
山
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
日
没
と
な

り
、
ビ
バ
ー
ク
体
制
に
入
り
ま

し
た
が
、
河
野
さ
ん
の
体
調
が

悪
化
。
シ
ェ
ル
パ
の
サ
ポ
ー
ト

で
下
山
を
試
み
た
も
の
の
、
23

日

時
こ
ろ
７
７
０
０
ｍ
地
点

22
で
亡
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で

す
。翌

日
、
遺
体
の
引
き
下
ろ
し

を
始
め
た
シ
ェ
ル
パ
も
、
１
名

が
滑
落
し
て
行
方
不
明
と
な
っ

た
ま
ま
で
す
。

現
地
は
す
で
に
モ
ン
ス
ー
ン

に
入
っ
て
お
り
、
秋
に
遺
体
収

容
可
否
を
検
討
の
上
、
葬
儀
は

そ
の
後
に
な
る
模
様
で
す
。

◆

◆

◆

河
野
さ
ん
は

歳
で
「
練
馬

50

山
の
会
」
に
入
会
し
て
か
ら
本

格
的
な
登
山
を
は
じ
め
、
主
婦

業
の
か
た
わ
ら
世
界
７
大
陸
の

最
高
峰
や
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
８
千
ｍ

峰
５
座
を
登
頂
（
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
ツ
ア
ー
登
山
で
は
な
く
、

自
ら
単
独
で
企
画
・
実
行
）
し

て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
大
記

録
の
持
ち
主
で
す
が
、
け
っ
し

て
そ
れ
を
誇
る
こ
と
の
な
い
謙

虚
な
人
柄
で
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
労
山
全
国
連

盟
や
東
京
都
連
盟
理
事
と
し
て

活
躍
し
、
東
日
本
大
震
災
で
も

た
び
た
び
現
地
で
救
援
活
動
に

従
事
し
て
い
ま
し
た
。「
ろ
う

さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
第

号
（
２
０

23

１
１
・

・

付
）
に
も
登
場

11

20

し
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
を
目
指

し
た
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
、
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

第13回東日本
女性登山交流集会

「福島・うつくしまを登んべし」
2013年10月13日（日）～14日（月・祝）
南会津リゾートイン台鞍（会津田島駅より車）
参加費 11000円
10/13 登山と交流会
10/14 実技講習「山筋ゴーゴー体操」

石田良恵氏（女子美術大学名誉教授）
講演「福島再生を語る」

清水修二氏（福島大学教授）
報告「原発後の福島の山リポート」

和泉功氏（労山・福島県連）
定員 120名 定員になり次第、締切
後援 南会津町福島テレビ福島民友新聞社

（西日本女性担当者交流集会は2014年2月8日
～9日 沖縄県国頭村で開かれます）

全国自然保護担当者会議

2013年11月30日（土）～12月1日（日）
会場 全国連盟事務所1階
テーマ 「山岳自然保護と野生動物との共存の

道をさぐる」
基調講演 羽山伸一氏（日本獣医生命科学大学

教授）

第16回自然保護講座

2013年10月5日(土)13時～10月6日(日)12時
会場 あえりあ遠野中ホール（岩手県遠野市）
テーマ 「早池峰のニホンジカ問題と未然防止

対策について」
講師 堀野真一氏（森林総合研究所東北支所）

関東周辺 ハイキングクラブ交流集会
2013年9月28日（土）13時～17時
会場 全国連盟事務所1階
テーマ 各クラブ・会の活動交流
参加費 なし

東京・高尾山登山口でROUSANパートナーズ
の宣伝をする河野さん（左） 2012年9月29日
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Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

地
方
連
盟
で
も
宣
伝
行
動

医王山登山口に設置されれたポスター

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
の
個

人
会
員
制
度
「
Ｒ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎ

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
」
の
会
員
募
集

に
向
け
た
宣
伝
が
、
地
方
連
盟

で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
連
で
は
、
阪
急
・
芦

屋
川
駅
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
、

六
甲
・
市
ヶ
原
・
桜
茶
屋
で
の

リ
ー
フ
張
り

出
し
、
一
般

登
山
者
へ
の

リ
ー
フ
配
布

な
ど
意
欲
的

で
す
。

石
川
県
連

で
も
、
白
山

を
望
む
人
気

の
山
、
金
沢

市
・
医
王
山

（
い
お
う
ぜ

ん
）
の
登
山

口（
西
尾
平
）

休
憩
所
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
。

九
州
で
は
、
福
岡
県
連
が
６

月

日
（
土
）
午
後
、
九
重
連

22
峰
・
牧
の
戸
登
山
口
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
を
行
い
ま
し

た
。
福
岡
県
連
か
ら
荒
木
会
長

や
江
崎
常
任
理
事
な
ど
４
名
、

そ
れ
に
全
国
連
盟
・
田
上
理
事

も
参
加
。
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の

時
期
は
過
ぎ
て
い
て
ハ
イ
カ
ー

は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

れ
で
も
１
０
０
枚
以
上
配
布
し

ま
し
た
。
ま
た
、
登
山
口
の
売

店
に
も
お
願
い
し
て
約
１
０
０

枚
を
置
か
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

「山の日」制定に向け
イベントや集会

栃木県知事も参加

日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
や
日

本
山
岳
協
会
、
日
本
山
岳
会
な

ど
国
内
の
主
な
山
岳
団
体
を
中

心
に
、「
山
の
日
」
を
制
定
さ
せ

よ
う
と
い
う
運
動
は
、
各
地
の

地
方
自
治
体
や
多
数
の
国
会
議

員
の
賛
同
を
得
て
、
大
き
な
動

き
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
山
の
日
」制
定
協
議
会
で
は

当
面
６
月
第
一
日
曜
日
を
「
山

の
日
」
と
し
、
将
来
的
に
は
日

曜
日
以
外
の
日
を
国
民
の
祝
日

と
し
て
制
定
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
向
け

て
、
６
月
２
日
（
日
）
に
、
東

京
で
促
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト

「
高
尾
山
・
山
の
日
の
集
い
」

が
行
わ
れ
、
ケ
ー
ブ
ル
駅
前
で

の
多
摩
太
鼓
演
奏
や
マ
イ
ク
で

の
訴
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
り

な
ど
が
訪
れ
た
ハ
イ
カ
ー
の
耳

目
を
引
き
つ
け
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
は
栃
木
県
や

広
島
県
で
も
「
山
の
日
」
の
集

会
が
開
催
さ
れ
、
栃
木
県
・
宇

都
宮
市
で
は
「『
山
の
日
』
を
つ

く
ろ
う
！
栃
木
集
会
」
が
開
か

れ
、
労
山
栃
木
県
連
が
主
催
団

体
の
副
会
長
と
会
計
を
務
め
る

な
ど
中
心
的
役
割
を
担
い
ま
し

た
。
ク
リ
ー
ン
ハ
イ
ク
を
終
え

て
駆
け
つ
け
た
労
山
の
仲
間
な

ど
３
０
０
名
が
参
加
。
来
賓
と

し
て
福
田
・
栃
木
県
知
事
や
西

川
・
衆
議
院
議
員
も
出
席
し
、

国
会
議
員

名
で
超
党
派
の

86

議
員
連
盟
が
作
ら
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

九州・九重連峰での宣伝に参加した
福岡県連の皆さん

支援Tシャツ
3155枚売れました

ご協力ありがとう
ございました

支援Ｔシャツ 総購入枚数
上位10地方連盟

①東京 401枚 ⑥福岡 160枚
②千葉 275枚 ⑦群馬 138枚
③京都 233枚 ⑧兵庫 137枚
④埼玉 218枚 ⑨岩手 124枚
⑤静岡 174枚 ⑩大阪 116枚

会員数比で購入枚数の多い10地方連盟
会員何人でTシャツ1枚を購入したか
①山形 1人 ⑤熊本 2.6人
②愛媛 1.8人 ⑦埼玉 2.8人
③鳥取 2.3人 ⑦千葉 2.8人
④岩手 2.5人 ⑦長崎 2.8人
⑤山口 2.6人 ⑦沖縄 2.8人

※各会からご注文いただいた枚数を
地方連盟単位で集計しました。

●東日本大震災復興支援Ｔシャツ
会計報告

販売額（3155枚）7,887,170円
作成費用・送料 5,132,906円
差引 2,754,264円

東
日
本
大
震
災
の
復
興
支
援

の
た
め
、
全
国
連
盟
が
作
成
し

た
T
シ
ャ
ツ
は
、
お
か
げ
さ
ま

で
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
得
て
、
2
0
1
1
年
〜

1
2
年
の
1
年
半
余
で
3
、
1

5
5
枚
を
販
売
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
2

７
5
万
円
の
資
金
が
で
き
ま
し

た
。ま

た
、
救
援
募
金
に
つ
い
て

も
2
0
1
3
年
2
月
ま
で
に
総

計
約
2
、
1
3
5
万
円
が
寄
せ

東京・高尾山口で開かれた
「山の日の集い」

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
き

ま
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
支
援

金
や
救
援
活
動
に
約
1
、
7
5

5
万
円
を
支
出
し
ま
し
た
が
、

な
お
6
6
0
万
円
余
の
残
金
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
活
動

の
な
か
で
活
用
し
て
い
く
予
定

で
す
。

主
婦
登
山
家

河
野
千
鶴
子
さ
ん

ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
峰

（
8
1
6
7
ｍ
）
に
逝
く

1 111111111111111111

1 111111111111111111

1 111111111111111111



Ｒ Ｏ Ｕ Ｓ Ａ Ｎ ニ ュ ー ス（3） ２０１３年７月１０日 第２６号

■
ス
ポ
ー
ツ

エ
ス
（
日
立
）

■
W
I
L
D
-
1
宇
都
宮
東
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
宇
都

宮
今
泉
店

■
（
株
）
パ
ワ
ー
ズ
小
山
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
高
崎
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
太
田

高
林
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
大
宮
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
越
谷

レ
イ
ク
タ
ウ
ン
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
川
越
店

■
ヨ
シ
キ
ス
ポ
ー
ツ（
習
志
野
）

■
タ
マ
キ
ス
ポ
ー
ツ
（
東
京
・

神
田
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
登
山

本
店
（
東
京
・
神
田
）

■
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
ス
ポ
ー
ツ

（
東
京
・
神
田
）

■
山
の
店
ジ
ャ
ン
ダ
ル
ム
（
東

京
・
京
橋
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
新
宿

西
口
店

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ

山
の

店
本
店
（
東
京
・
高
田
馬
場
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
原
宿

山
専

■
マ
ウ
ン
ト
フ
レ
ン
ド（
東
京
・

荻
窪
）

■
秀
山
荘
（
東
京
・
池
袋
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
立
川
店

■
白
銀
山
荘
（
立
川
）

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
横
浜
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
横
浜
店

■
K
A
D
O
Y
A
（
横
須
賀
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
甲
府
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
長
野
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
松
本
店

■
ブ
ン
リ
ン
（
松
本
）

■
カ
モ
シ
カ
ス
ポ
ー
ツ
松
本
店

■
ア
ル
ス
ス
ポ
ー
ツ
（
飯
田
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
新
潟
店

■
W
E
S
T
新
潟
店

■
W
E
S
T
三
条
店

■
チ
ロ
ル
（
富
山
）

■
ロ
ッ
ジ
浜
松

■
登
山
と
ス
キ
ー
専
門
店
穂

高
（
愛
知
県
刈
谷
市
）

■
鈴
鹿
山
荘
（
名
古
屋
）

■
（
有
）
ム
ー
ス
（
名
古
屋
）

■
山
の
店
「
ポ
カ
ラ
」（
一
宮
）

■
岩
と
雪
（
大
津
）

■
遊
星
舎
（
京
都
府
峰
山
町
）

■
I
B
S
石
井
ス
ポ
ー
ツ
大
阪

本
店
（
大
阪
・
梅
田
）

■
ミ
ズ
ノ

大
阪
店
（
大
阪
・

北
浜
）

■
ス
ポ
ー
ツ

タ
カ
ハ
シ
本
店

（
大
阪
・
心
斎
橋
）

■
山
と
ス
キ
ー
の
ヨ
シ
ミ
（
大

阪
・
天
王
寺
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
神
戸

三
宮
店

■
神
戸
ザ
ッ
ク

■
ア
ウ
ト
ド
ア
菊
信
（
松
江
）

■
ベ
ル
グ
シ
ロ
ー
（
広
島
）

■

ジ
ョ
イ
ン
（
徳
島
）

(有)

■
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
高
松
店

■
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
丸
亀
店

■
あ
か
ね
山
荘
（
松
山
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
ズ

コ
ン
パ

ス
（
松
山
）

■
I
B
S
石
井
ス
ポ
ー
ツ
福
岡
店

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

山

の
家
（
長
崎
）

■
山
の
店
ラ
ン
タ
ン
（
長
崎
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ー
プ
ラ
ザ

ノ

ー
ス
リ
バ
ー
（
延
岡
）

■
ア
ン
デ
ス
（
屋
久
島
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
札
幌
店

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
遊
山

（
札
幌
）

■
自
然
倶
楽
部
（
函
館
）

■
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
八
戸
店

■
グ
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
青
森
店

■
Ｋ
Ｉ
Ｗ
Ｉ
＆
Ａ
Ｔ
Ｃ
ス
ポ
ー

ツ
（
青
森
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
盛
岡
店

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
秋
田
店

■
ゆ
う
ゆ
う
館
（
仙
台
）

■
I
C
I
石
井
ス
ポ
ー
ツ
仙
台
店

■
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
福
島
）

■
ビ
ッ
グ
フ
ッ
ト
（
福
島
）

■
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
荘
（
郡
山
）

■
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

サ

ン
パ
ル
（
い
わ
き
）

■
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
（
水

戸
）

群
馬
県
・
水
上
駅
か
ら
利
根

川
の
源
流
に
分
け
入
っ
た
湯
ノ

小
屋
温
泉
の
地
。
大
自
然
に
か

こ
ま
れ
た
「
葉
留
日
野
（
は
る

ひ
の
）
山
荘
」
は
、
昔
の
小
学

校
校
舎
を
利
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク

な
宿
と
し
て
、
労
山
会
員
や
多

く
の
人
々
に
四
季
を
通
じ
て
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
葉

留
日
野
山
荘
が
、
残
念
な
こ
と

に
今
年
１
月
末
で
閉
鎖
さ
れ
ま

し
た
。
代
表
の
高
橋
伸
行
さ
ん

に
、
そ
の
事
情
を
書
い
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

♣

♣

♣

奥
利
根
の
地
に
「
葉
留
日
野

山
荘
」
を
創
業
し
て

年
が
経

40

過
し
ま
し
た
。
山
荘
は
単
な
る

宿
泊
施
設
で
は
な
く
、
①
働
く

人
々
の
野
外
活
動
の
拠
点
作

り
、
②
都
会
の
子
ど
も
達
が
大

自
然
の
中
で
思
い
切
り
遊
べ
る

場
つ
く
り
と
い
う
ね
ら
い
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
た
め
の
冒
険
学

校
、
夏
・
冬
の
登
山
学
校
、
ス

キ
ー
教
室
、
森
林
観
察
、
山
菜

教
室
、
救
急
法
講
習
会
、
レ
ク

学
校
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
と

民
主
的
な
運
動
で
の
一
定
の
実

績
を
つ
く
っ
て
き
た
と
自
負
し

て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
、

経
営
の
後
継
者
が
不
在
と
な
る

事
態
が
生
じ
、
ま
た
責
任
者
の

私
も
病
が
進
ん
で
引
退
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
る
等
、
事
業
の
継

続
が
困
難
と
な
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
、
物
心
共
に

お
力
添
え
い
た
だ
い
た
会
員
の

皆
様
に
御
礼
と
、
ご
期
待
に
背

く
こ
と
に
な
っ
た
事
に
、
心
か

ら
の
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。

葉
留
日
野
山
荘

代
表

高
橋
伸
行

「
労
山
新
特
別
基
金
の
申
し

込
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

こ
の
方
は
労
山
の
会
員
登
録
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？
」
…
…
今

ま
で
は
こ
れ
で
毎
年
更
新
で
き

た
の
に
…
…
「
今
度
か
ら
、
労

山
の
会
員
№
を
も
と
に
す
べ
て

処
理
す
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改

め
た
の
で
、
ま
ず
登
録
を
し
て

ほ
し
い
の
で
す
」…
…
そ
れ
は
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
？

…
…
こ
ん
な
電
話
で
の
や
り
取

り
が
、
労
山
事
務
所
で
よ
く
聞

か
れ
ま
す
。

●
な
ぜ
会
員
登
録
が
必
要
か

労
山
全
国
連
盟
事
務
局
は
、

従
来
、
バ
ラ
バ
ラ
に
処
理
さ
れ

て
い
た
一
般
事
務
、
新
特
別
基

金
、
登
山
時
報
を
ま
と
め
て

「
労
山
シ
ス
テ
ム
」
に
一
本
化

し
、
少
人
数
の
事
務
局
員
で
も

処
理
で
き
る
よ
う
効
率
化
を
は

か
り
ま
し
た
。
そ
の
基
本
と
な

る
の
が
、
労
山
会
員
の
登
録
で

す
。
個
人
に
関
す
る
情
報
は
す

べ
て
登
録
さ
れ
た
会
員
№
に
よ

り
処
理
さ
れ
ま
す
。（
な
お
、

こ
の
情
報
を
入
力
す
る
サ
ー
バ

は
労
山
事
務
所
内
に
あ
り
、
外

部
と
接
続
し
て
い
な
い
の
で
、

情
報
が
外
に
漏
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
）

新
特
別
基
金
は
、
保
険
で
は

な
く
仲
間
内
の
助
け
合
い
制
度

で
、
労
山
会
員
の
み
が
加
入
で

き
ま
す
。
会
員
登
録
さ
れ
、
労

山
会
員
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
方
に
つ
い
て
、
そ
の
会
員

№
を
も
と
に
事
務
処
理
を
行
う

よ
う
、
今
年
か
ら
シ
ス
テ
ム
を

本
格
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、
ま
ず
、
労
山
会
員
の

登
録
を
お
願
い
し
た
い
の
で

す
。こ

れ
は
、
新
規
加
入
の
方

も
、
従
来
か
ら
加
入
さ
れ
て
い

て
、
ま
だ
会
員
登
録
の
済
ん
で

い
な
い
方
も
同
様
で
す
。

●
会
員
登
録
の
方
法

会
員
登
録
の
方
法
は
、
①
労

山
全
国
連
盟
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
開
き
、
右
側
に
あ
る
「
会
員

登
録
・
退
会
・
訂
正
申
請
書
」

を
ク
リ
ッ
ク

②
下
に
あ
る

「
会
員
登
録
」
の
中
の
「
会
員

登
録
申
請
書
」
を
ク
リ
ッ
ク

③
表
示
さ
れ
た
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

を
、
ど
こ
か
適
当
な
と
こ
ろ
に

保
存
す
る
。

④
保
存
し
た
申
請
書
を
開
き
、

各
項
目
に
入
力
し
て
再
保
存
す

る
。

＊

＊

＊

（
申
請
書
の
入
力
の
仕
方
）
団

体
番
号
が
不
明
の
と
き
は
全
国

連
盟
に
問
い
合
わ
せ
て
い
た
だ

く
か
、
無
記
入
の
ま
ま
と
し
、

全
国
に
送
信
い
た
だ
く
際
に
メ

ー
ル
本
文
に
地
方
連
盟
と
会
名

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
氏

名
、
ふ
り
が
な
、
ロ
ー
マ
字
表

記
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
、

電
話
番
号
（
自
宅
ま
た
は
携
帯

の
ど
ち
ら
か
一
方
の
み
で
可
）

は
必
ず
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

最
低
必
要
な
項
目
が
入
力
さ
れ

る
と
、
左
は
し
に
あ
る
「
判
定
」

項
目
が
「
×
」
か
ら
「
○
」
に

変
わ
り
ま
す
。

＊

＊

＊

⑤
全
国
連
盟
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
j
w
a
f
@
j
w
a
f
.
j

p
あ
て
に
、
作
成
し
た
登
録
申

請
書
を
添
付
し
て
送
信
す
る
。

パ
ソ
コ
ン
や
メ
ー
ル
の
扱
い

が
よ
く
わ
か
ら
な
い
方
は
、
お

手
数
で
も
会
の
中
で
ど
な
た

か
、
そ
れ
ら
に
詳
し
い
会
員
に

頼
ん
で
、
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。
全
国
事
務
局
で
の
手
作
業

に
よ
る
入
力
は
事
務
量
が
膨
大

と
な
り
、
間
違
い
も
生
じ
や
す

い
の
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

会
員
登
録
が
す
め
ば
、
労
山

の
会
員
カ
ー
ド
が
発
行
さ
れ
ま

す
。
新
特
別
基
金
の
登
録
を
急

ぐ
場
合
は
、
会
員
登
録
と
同
時

に
提
出
い
た
だ
き
、
そ
の
旨
を

明
記
す
れ
ば
、
そ
れ
で
け
っ
こ

う
で
す
。

●
所
属
会
が
変
わ
っ
た
り

退
会
し
た
場
合
は

新
し
い
所
属
会
か
ら
、「
会

員
移
籍
届
」
を
全
国
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
す
で

に
登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
№
は

変
わ
り
ま
せ
ん
。
退
会
の
場
合

は
「
退
会
届
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
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労山システムによる
新特別基金の
新しい登録の仕方

①労山会員登録をする
氏名、住所、生年月日など、

基本データを登録
⇩

労山会員カード発行

②新特別基金新規登録
申込書に氏名、会員番号、

口数等を記入し、全国連盟に
送付
※登録を急ぐ場合は、会員登録をす

ると同時に、新特別基金新規登録

申込書に会員番号抜きで記入、全

国連盟に送付し、会員登録申込中

であることを明記する。
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労山新特別基金

必必ず事前に会員登録必ず事前に会員登録をを

奧
利
根
の
地
で

年
40

葉
留
日
野
山
荘
が
１
月
末
で
閉
鎖

◇
ジ
ェ
イ
ウ
ォ
ー
ル
（
藤
沢
）

◇
ス
テ
ッ
プ
（
韮
崎
）

◇
ポ
カ
ラ
（
一
宮
）

◇
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｋ（
愛
知
県
豊
明
市
）

◇
や
ま
び
こ
く
ら
ぶ
（
京
都
）

◇
O
C
S
・
C
I
T
Y
R
O
C

Y
G
Y
M
（
大
阪
・
淀
川
区
）

◇
宍
道
町
ふ
る
さ
と
森
林
公
園

◇
電
工
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｌ
（
福
岡
）

◇
ボ
ル
ダ
ー
天
国
（
熊
本
）

◇
ロ
ッ
ク
・
ク
ラ
フ
ト
（
小
山
）

◇
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
水
戸

店
◇
ナ
ム
チ
ェ
バ
ザ
ー
ル
土
浦

店
◇
エ
ナ
ジ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

ジ
ム
（
さ
い
た
ま
市
）

◇
ガ
ン
バ
ウ
ォ
ー
ル
（
流
山
）

◇
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム
・
ノ
ー

ス
（
神
奈
川
県
・
城
山
町
）

◇
ビ
ッ
グ
ロ
ッ
ク
横
浜
店

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ジ
ム

労
山
会
員
優
待
施
設

登
山
用
品
店

割
引
率
等
は
労
山
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

葉留日野山荘は自然がいっぱいだった

ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ

全
面
改
訂
版
が
で
き
ま
し
た

人
気
の
初
級
者
向
け
テ
キ
ス

ト
「
ハ
イ
キ
ン
グ
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
」

が
全
面
改
定
さ
れ
た
第
4
版
が

完
成
し
ま
し
た
。
今
回
は
登
山

界
の
新
し
い
流
れ
や
最
新
の
知

識
を
と
り
い
れ
て
、
ハ
イ
キ
ン

グ
委
員
会
が
英
知
を
結
集
。
内

容
や
イ
ラ
ス
ト
を
一
新
し
ま
し

た
。
Ｂ
５
版

ペ
ー
ジ
、
1
冊

63

３
０
０
円
。

冊
以
上
ま
と
ま

30

れ
ば
2
5

0
円
。
労

山
会
員
の

場
合
は
送

料
を
全
国

連
盟
が
負

担
し
ま

す
。

山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操

改
訂
版
で
す

労
山
女
性
委
員
会
が
編
集
し

た
「
山
筋
ゴ
ー
ゴ
ー
体
操
」
は
、

す
で
に
９
千
部
を
販
売
し
、

「
山
と
渓
谷
」
誌
の
今
年
６
月

号
で
も
大
き
く
紹
介
さ
れ
て
、

一
般
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
新
し
い
版
を
作
成

す
る
に
あ
た
っ
て
、
文
章
を
一

部
見
直
し
、
イ
ラ
ス
ト
も
修
正

し
て
よ
り
わ
か
り
や
す
く
実
行

し
や
す
い

も
の
に
し

た
改
訂
版

が
で
き
ま

し
た
。
頒

価
は
以
前

と
同
じ
２

０
０
円
で

す
。
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Ｒ Ｏ Ｕ Ｓ Ａ Ｎ ニ ュ ー ス （4）２０１３年７月１０日 第２６号

道北
●利尻グリーンヒル ユース
ホステル
大雪・十勝岳
●愛山渓倶楽部
支笏・洞爺・ニセコ
●ニセコ五色温泉旅館
●国民宿舎 雪秩父
●恵山温泉旅館
八甲田・岩木山
●高原の宿 山楽
●ホテル城ヶ倉
●八甲田リゾートホテル
●嶽ホテル
●山と海の宿・七戸釣具民宿
秋田駒・八幡平・森吉山
●ペンションあるぺじお
●松楓荘
●松川荘
●峡雲荘
●ハイランドホテル山荘
●国民宿舎 森吉山荘
●妖精の森コテージラウル
●松橋旅館
●八幡平高原ホテル
●川口温泉 奥羽山荘
早池峰・栗駒山とその周辺
●国民宿舎 夏油山荘
●ホテル龍泉洞 愛山
●いこいの村栗駒

●湯浜温泉 三浦旅館
月山・羽黒
●宿坊 神林勝金
●旅館 多聞館
船形山周辺・蔵王
●泉ヶ岳ロッジ
●二口温泉 磐司山荘
●国民宿舎 竜山荘
●ロッジ蔵王ドッコ沼
●三五郎小屋
●ｽﾀーﾗｲﾄﾎﾃﾙ 樹氷ノ家
朝日連峰
●旅館 「孝庵」
飯豊連峰
●雲母温泉雲母本(きらもと)館
●いいで旅館
●飯豊山荘（旅館）
吾妻・安達太良・磐梯山
●五色温泉 宗川旅館
●高原の宿 アルプ天元台
●大平温泉 滝見屋
●静心山荘
●幕川温泉 吉倉屋旅館
●中の湯旅館
●塩沢温泉 湯川荘
●ガストホフモンターニャ
那須連峰・奥鬼怒・日光
●三斗小屋温泉 大黒屋
●桂祗荘
●国民宿舎 渓山荘

●奥鬼怒温泉ホテル 加仁湯
尾瀬・南会津
●大清水小屋
●富士見小屋
●リージェントハウス
●国民宿舎 尾瀬ロッジ
●尾瀬 山ノ鼻小屋
●尾瀬小屋
●燧小屋
●七入山荘
●民宿・奥尾瀬（桧枝岐）
●たちばなや旅館（新館）
●ますや旅館
●清四郎小屋
守門・浅草・御神楽岳
●ロッジ道院
●国民宿舎 浅草山荘
越後三山・銀山湖
●八海山千本檜小屋
●奥只見湖畔の宿・六方
●伝之助小屋
●湖山荘
苗場山・清津峡
●和田小屋
●逆巻温泉川津屋
●秋山館
●屋敷温泉 秀清館
●村山荘
谷川連峰・巻機・武尊山
●泉屋旅館

●土合ハウス
●土合山の家
●旅館 永楽荘
●谷川岳 肩ノ小屋
●やど 千秋庵
●富沢ロッヂ
●湯ノ小屋山荘
●緑渓の湯宿 とくさ

上信越国境・西上州
●高峰高原ホテル
●天狗温泉浅間山荘
●霧積温泉 きりづみ館
●国民宿舎 榛名吾妻荘
●国民宿舎 裏妙義
●神津牧場ロッジ
妙高・戸隠
●村営 雨飾荘
●ホテル アルペンブリック
●田端屋
●休暇村 妙高
●山旅の宿 樅の木山荘
●成瀬旅館（戸隠中社）
●越水ロッヂ
●うたごえ音楽ロッジ アコ
ールデ
●戸隠小舎
●山の庭・タンネ
●森の宿めるへん
●シャレ－戸隠
●ペンション シエスタ

●ペンション リーベ
奥多摩
●靜和旅館
●鴨沢山ノ家
●かどや旅館（小菅村）
●嶺雲荘（御岳山）
●駒鳥山荘（御岳山）
●御岳山荘
●宝寿閣（御岳山）
●山楽荘（御岳山）
●ひのはらユースホステル
●山鳩山荘（奥多摩町）
両神山・秩父湖周辺
●登人（小鹿野町）
●国民宿舎 両神荘
●旅館扇家山荘（大滝村）
●ナチュラルファーム農園ホ
テル（秩父市）
雲取・甲武信・金峰
●旅館 さとじ（荒川村白久）
●三峰神社 興雲閣
●雲取山荘
●将監小屋
●笠取小屋
●雁坂小屋
●十文字小屋
●甲武信小屋
●瑞牆山荘
●増富温泉の旅館（ラジウム温
泉）

大菩薩
●松葉荘（塩山市）
●大菩薩峠 富士見山荘
●大菩薩 山小屋福ちゃん荘
東丹沢
●山小屋 水無寮
●尊仏山荘・尊仏小屋・丹沢山
荘
●新大日茶屋
●神の川ヒュッテ
西丹沢・道志
●蛭ケ岳山荘
●道志川荘
●旅館 七滝荘
●鶴屋旅館
天城・伊豆
●温泉民宿 さわらび荘
富士山富士宮口
●新七合目（御来光山荘）
●宝永山荘
●雲海荘
富士山御殿場口
●大石茶屋
富士山須走口
●大陽館
●山荘 菊屋
富士山河口湖・吉田口
●本八合目トモエ館
●白雲荘
●七合目トモエ館

●日の出館
●花小屋
●里見平 星観荘
三ッ峠
●三ツ峠山荘
南アルプス
●大平山荘
●馬の背ヒュッテ
●穴山温泉 能見荘
●御座石温泉
●青木鉱泉
●ペンション北地蔵
●北岳肩ノ小屋
●農鳥小屋
●西山温泉元湯
●塩湯荘 梅薫楼
●塩川小屋
●梅ヶ島温泉ホテル
●入笠小屋
●山彦荘
●赤石温泉
八ヶ岳と周辺
●八ヶ岳山荘
●美濃戸高原ロッジ
●美濃戸山荘
●赤岳山荘
●赤岳天望荘
●硫黄岳山荘
●ヒュッテ夏沢
●八ヶ岳 山彦荘

●ふじや
●たにや
●石徹白 昇一
●鴛谷 卓三
●鴛谷 幸二
●民宿 佐々木
●猿橋 治
●堀内 次郎衛門
伊吹山・鈴鹿
●朝明ヒュッテ
●国民宿舎 湯の山ロッジ
●国民宿舎 かもしか荘
台高
●桃の木山の家
六甲・有馬
●グランドホテル 六甲スカ
イヴィラ
●有馬温泉 メープル有馬
大山・蒜山・氷ノ山
●大山山ノ家シーハイル
●国民宿舎大山ビューハイツ
●雄峰ペンション
●氷ノ山アルパインヒュッテ
石鎚・剣山・四国カルスト
●山荘しらさ
●高原ふれあいの家 天狗荘
●剣山頂上ヒュッテ
九重山群
●九重西鉄ホテル 花山酔
●法華院温泉山荘
祖母・傾・大崩
●もみ志や旅館
●祖母山麓尾平青少年旅行村
●民宿 あけぼの荘
●大崩の茶屋
霧島山群
●あかまつ荘
●白鳥山荘温泉
屋久島
●民宿 風の散歩道

●わさび平小屋
上高地・槍・穂高
●●●焼岳小屋
●●岳沢ヒュッテ
●●上高地 明神館
●●旅荘 山のひだや
●●徳本峠小屋
●●徳沢ロッヂ
●●氷壁の宿 徳澤園
●●涸沢小屋
●●槍沢ロッヂ
●●槍ヶ岳山荘
●●南岳小屋
●●穂高平小屋
乗鞍・御岳
●乗鞍山頂
●タンネの小屋
●野麦峠 おたすけ小屋
●たかの湯
●黒石館
●御嶽観光センター
●王滝頂上山荘
●旅館 黒澤館
●中の湯本館
●中の湯
●一ノ又行場旅館
●石室山荘
●覚明堂
●旅館御岳
●下呂市濁河温泉高原スポー
ツレクリエーションセンター
中央アルプス
●玉ノ窪山荘
●木曽駒ヶ岳頂上木曽小屋
●山ノ湯アルプス山荘
白山
●白山温泉 永井旅館
●岩間温泉 山崎旅館
●にしやま旅館
●カルヴィラいとしろ
●上村彦左衛門

●●●剱御前小舎
●●池ノ平小屋
●●仙人池ヒュッテ
●●仙人温泉小屋

白馬・後立山連峰
●白馬岳蓮華温泉ロッジ
●島温泉島の湯旅館
●栂池スキーハウス
●ロッヂ銀嶺
●栂池ヒュッテ
●風吹山荘
●白馬アルペンリゾート
●村営 猿倉荘
●村営 白馬尻荘
●(株)白馬館白馬山荘
●村営 白馬岳頂上宿舎
●ペンション樹里家
●山小屋 祖母谷温泉
●村営 天狗山荘
●村営 八方池山荘
●冷池山荘
●種池山荘
●新越山荘
●扇沢ロッジ
●針ノ木小屋
●大沢小屋
表銀座・常念山脈
●●●餓鬼岳小屋
●●大天井ヒュッテ
●●蝶ガ岳ヒュッテ
●●大瀧山荘
裏銀座・雲ノ平・笠ヶ岳
●湯殿温泉 晴嵐荘
●鳥帽子小屋
●野口五郎小屋
●水晶小屋
●三俣山荘
●雲ノ平山荘
●黒部五郎小舎
●双六小屋
●鏡平山荘

●八ヶ岳 オーレン小屋
●夏沢鉱泉
●八ヶ岳 湯元本沢温泉
●稲子小屋
●ロッジ八ガ嶺
●高原旅館 野辺山荘
●渋ノ湯ホテル
●青苔荘
●縞枯山荘
●双子池ヒュッテ
●蓼科山頂ヒュッテ
●ロッジ･グランシャルモ
●樽ガ沢温泉
●四季の宿 すばる

霧ヶ峰・美ヶ原
●奥霧ガ峰八島高原荘
●コロボックル･ヒュッテ
●飯田屋別館
●油屋別館
●栄の湯旅館
●ひなの湯
●香蘭荘
●椿の湯
●ウエストンホテル
●尾上の湯
●ホテル小柳
●よしの湯
●地本屋
●目の湯旅館
●ホテル井筒
●帰郷亭ゆもとや
●いづみ荘
●美ガ原高原ホテル山本小屋
立山・剣・黒部・薬師
●●●立山高原ホテル
●●みくりが池温泉
●●ロッジ立山連峰
●●雷鳥荘
●●雷鳥沢ヒュッテ
●●一ノ越山荘
●●大汝休憩所

労労山会労山会員員
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